令和２年度　第1回子育て・療育支援ＰＪ会議議事録
	日　時
	令和２年８月５日（水）　14：00～16：00
	司会　事務局

	場　所
	厚木市保健福祉センター５階　視聴覚室
	書記　

障がい者基幹相談支援センター

	出席者
	座間養護学校
厚木保健福祉事務所（保健福祉課）
にじいろ
厚木市児童発達支援・放課後等デイサービス事業所連絡会（あさひ学苑）

厚木市自閉症児者親の会
クロスオーバー大和

福祉総務課（発達支援係）まめの木

障がい福祉課（障がい第二係）

敬称略
事務局
厚木市障がい者基幹相談支援センター
障がい福祉課（障がい給付係）


内容

	１　開会
２　案件
（1） 昨年度までの取組みについて
別紙参照
（2） 今年度からの取組みについて

　　　・各機関からの課題について

〇座間養護学校

　　昨年度より子育てプロジェクトに参加でき、マイサポートブックについて知ることができた。座間養護学校としては重心版のマイサポートブックの活用を秋以降に予定されている個別面談時等で情報提供等していきたいと考えている。
　　医療的ケアが必要なケースについて、幼児期より支援する人が多かったり支援機関との繋がりがあったりすることで保護者の不在時にもスムーズに対応できるのではないかと感じる。
〇まめの木

　　コロナウイルスの緊急事態宣言を機に、保護者（特に母）のメンタルが崩れ、ストレスを感じ相談に繋がるケースが増えている。中には虐待に繋がるケースもあり、メンタルを崩す母への面接技法について課題を感じている。経験則だけでは難しく、現在、アドバイザーに支援をもらいながら、対応している状況である。
　　また、マイサポートブックについて、まめの木では必要なケースの保護者の方へ説明し、スターターキットを活用している。それをもって、次の機関へ繋げていけるよう支援しているが、その先の機関に繋がったかどうかのフィードバック方法がなく、活用できているかどうかの評価が出来ていない状況なので、フィードバック方法を考えたい。
〇障がい福祉課
　　窓口に相談に来られる方は保護者の方が多く、障がいをお持ちのご本人のニーズを直接伺う機会が少ない。
　　教育、医療への連携の機会が少なく、連携方法がわからない。どのように連携しているか参考にしたい。
〇厚木保健福祉事務所

　　小児慢性特定疾病を対象に支援している。支援しているケースはサービスを利用するケース、利用しないケースと様々。また、サービスを利用するケースの中には、調整役がいるケースとそうでないケースがいるが、調整役がいない場合、主たる介護者が介護に加えて調整も行っている状況。ケースにもよるが調整役が必要に感じる場合もある。

　　また、昨年秋の台風を機に医療ケア児が避難出来る場所、避難方法、電源の確保について課題になっている。
〇にじいろ

　　医療的ケア児の受入れ先が少ないので、１つの事業所に希望が集中する。空き情報の共有が出来たら良いのではないか。ケアや介護に追われて療育や活動時間が少ない。もっと地域と交流していきたい。
　　情報共有をスムーズに行うために、タブレット端末等を利用して行うことはできないだろうか。横の連携や災害時、個々の情報がスムーズに活用されるのではないか。
　　
〇厚木市児童発達支援・放課後等デイサービス事業所連絡会
　　コロナウイルス感染防止のため学校が休校になるなど、日常生活が変化したことで子どもたちの気持ちは不安定になり、その子どもたちを支える家族に大きな負担になっていると感じた。本人支援に関わらず、家族支援が重要に感じた。
　　リモートでの療育を取り入れたところ、意欲的に取り組み、そのことをきっかけに、休校明けに登校できるようになった子どもがいた。
　　教育委員会を通して学校と放課後等デイサービス事業所との調整が出来るようになり、以前に比べると前進し、横の連携が図れるようになった。しかし、教育と放デイ、放デイと親の意見が異なることがあり第三者（相談支援）が必要なときもある。
〇厚木市自閉症児者親の会
　　学校が休校になった時、放課後等デイサービスが療育を行ってくれて助かったが、療育の場所に子どもが集中していて、三密の件が心配だった。
　　生活リズムが崩れ、兄弟喧嘩が増え親の負担が大きかった。
　　ひとり親家庭の親が感染したら子どもたちはどうなるのか、会員から不安な声が出ていた。
→保健所より回答
　　親が陽性で児童本人が陰性の場合、児童相談所と連携し、児童を県が指定する施設において預かる等の県の職員（福祉職）が対応する流れとなっている。また、親が陽性で児童本人が陰性で医療的ケアが必要な場合、医療機関へ繋げられるよう、現在検討中である。
〇発達障害者地域支援マネージャー
　　不登校の子どもたちが、休校になったことで「みんな同じ」と認識し休校明けに登校できたケースがあった。
　　サポート校に入学予定だった子どもたちが、休校で学校に行けず、サービス等を利用している人も少なく、相談にもつながっておらず、親子で孤立し不安になった話もあった。
　コロナ禍、当事業所において「在宅支援」を行った。ケースの中には安心して支援を受けられたという意見もあった。不登校を含め、在宅支援で勉強をするという、多様化に繋がればと思う。
　
～事務局より～

　各機関からの課題を基に、今後プロジェクトにて取組む内容について事務局で検討した結果、各プロジェクトメンバーに周知し、次回開催時（11月９日）で意見交換を行うことにする。

３　閉会

　閉会の言葉～事務局：厚木市児童発達支援センター　高木




